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医療イノベーション推進室の創設 

 

平 成 ２ ３ 年 １ 月 ７ 日 

内閣官房医療イノベーション推進室 

 

１．経緯 

 

昨年６月１８日に閣議決定された新成長戦略では、「ライフイノベーションに

よる健康大国戦略」を７つの戦略分野の一つと位置づけ、医療イノベーション

（医薬品・医療機器や再生医療をはじめとする最先端の医療技術の実用化等）

を促進し、国際競争力の高い関連産業を育成するとともに、その成果を国民の

医療・健康水準の向上に反映させることを目指している。 

このため、昨年１１月８日に開催された「新成長戦略実現会議」において、

官房長官を議長とする「医療イノベーション会議」の設置を決定。同３０日に

開催された「第１回医療イノベーション会議」では、我が国で早期に最先端の

医療技術を実用化していくためには、①医薬品、医療機器、再生医療などの分

野で、産学官の連携による資源の戦略的集中投入を行うと共に、②研究から実

用化までを一貫して推進するための横断的・共通的な基盤を構築する等の取組

みが不可欠であることや、③このような取り組みは（数十年後も見据えた）中

長期的視点に立って強力かつ持続的・自立的に推進することが必要であり、そ

のためには内閣官房の下に推進母体となる組織が必要であること等で意見が一

致した。 

これを受けて、産学官から広く人材を集め、本日、オールジャパンで医療イ

ノベーションを推進する体制の核となる「医療イノベーション推進室」を、内

閣官房に設置した。 

 

 

２．医療イノベーション推進室の業務 

 

医療イノベーション推進室は、１０～２０年後、更には５０年後の世界的な医

療技術動向も見据えて、国際競争力を持つ日本発の医薬品・医療機器・再生医

療などを次々と生み出し、世界に誇れる「医療イノベーション」を起こすこと

を目指す。 

その際に、優れた研究成果を生かしたゲノム創薬や再生医療などの最先端医

療技術から、町工場の持つものづくり力を生かした医療機器開発まで、我が国

の「強み」を最大限に生かして世界に通用する技術の実用化を目指していく。 
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 そのために、主要な役割を担う文部科学省・厚生労働省・経済産業省の３省

の取り組みの縦割りを排除し、また産学官が一体となったオールジャパン体制

により、研究開発の基礎から実用化まで切れ目ない研究開発費の投入や研究基

盤の整備に取り組む。具体的には、各省の研究開発費の一体的な運用や、将来

のゲノム医療を見据えたデーターベースやバイオバンク等のナショナルレベル

での研究基盤の整備などに取り組む。 

 

 

 

３．体制 

 

医療イノベーション推進室の体制は以下のとおり。 

室  長：中村祐輔教授（東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長） 

室長代行：岡野光夫教授（東京女子医科大学先端生命科学研究所長） 

田中耕一フェロー（島津製作所 田中最先端研究所長） 

  

次長以下は、産業界（医薬品、医療機器業界）、学界、官庁（文部科学省、厚

生労働省、経済産業省）からの出向者から構成する。 

 

 

※医療イノベーションを推進する会議である、官房長官を議長とした「医療イノベーショ

ン会議」に関しても、今後、産業界・学界から以下のメンバーをオブザーバーとするこ

とも合わせて決定した（五十音順）。 

 荻野 和郎 日本医療機器産業連合会 会長 

 嘉山 孝正 国立がん研究センター理事長 

 近藤 達也 医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）理事長 

塩田 浩平 京都大学 副学長 

 末松 誠  慶応義塾大学 医学部長 

 西川 伸一 理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター副センター長 

橋本 信夫 国立循環器病研究センター理事長 

長谷川閑史 日本製薬工業協会 会長 

濱口 道成 名古屋大学 総長 

 松本洋一郎 東京大学 副学長 

 矢崎 義雄 国立病院機構理事長 

山田 信博 筑波大学 学長 


